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令和６年度 第４回  川崎市社会教育委員会議 青少年科学館専門部会議事録 

 

日時 令和７年３月２４日（月） １４：００～１５：００ 

会場 青少年科学館 自然学習棟２階 学習室 
出席者（敬称略） 
（１）委員 （公募市民）南條邦子（副部会長）、間渕秀和 

（学識経験者）佐藤武宏、山岡均、栗芝正臣 
（教育職員）菅原隆宏 

（２）事務局 久保館長、弘田、髙中、清水、渡邉、内藤、齋藤、上田（生田緑地共同事業体） 
（３）傍聴者 ０人 
 
１ 開会（渡邉）※事務局による進行 

事務局より開会告知、資料確認、会議の成立、傍聴者受入（定員５名）、記録（録音及び筆記）、作成

及び会議記録公開について周知（傍聴者なし）。 
  
２ 館長挨拶（久保館長） 

本日は、御多用の中、第４回専門部会にお集まりいただきまして、ありがとうございます。 
本日いらっしゃる際にも目にされたと思いますが、現在、全国都市緑化かわさきフェアの春バージョ

ンを、先日の３月２２日の土曜日から４月１３日の日曜日まで開催中でございまして、この週末はお天

気も大変よく、かなりの人出でにぎわいました。今日は平日ということもあって、まぁ通常の平日では

ありますが。 
 いよいよ春が本格的に訪れると、枡形山からみる景色も桜色一色になり、いずれ菖蒲園ではカエルの

大合唱が始まるのかなとワクワクしております。 
４月からのこの１年間、当館の事業を様々に御確認いただきましたこと、誠にありがとうございます。 

 本日は、１年間の当館の事業について、この専門部会において様々に評価を頂戴することとなります。

どうか、忌憚のない御意見をいただき、私どもといたしましては、真摯に受け止めつつ、来年度に向け

まして、それらを踏まえながら、的確に事業を遂行してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 
 このあと、各事業について担当から説明させていただきますが、今年度も様々な事業を展開してまい

りました。 
自然分野では、５月の地層の日を記念して、５月１９日の２時間限定ではありますが、地層の剥ぎ取

り標本を急遽展示して、初めて当館をおとずれるような方々もいらっしゃって、多くの方々に御観覧い

ただきました。 
天文分野では、夏のはくちょう座の観察では報道発表するなどしてかなり規模を大きく実施して、地

図データを駆使して一目で状況が分かるようにまとめたり、夏休みには宮前市民館の大ホールの舞台で

プラネタリウムを投影したり、秋には、川崎市役所本庁舎でオーロラ写真展を開催したり、冬には１５

０年前の金星太陽面通過を発端としてメキシコデーを開催したり、溝の口の商業施設ノクティの屋上で

星空観望会を開催したり、また現在、川崎市役所本庁舎でプラネタリウムの舞台裏という企画展を５月

１２日まで開催しております。 
科学教育分野では、夏休みに川崎市環境局と連携して、かわさきの環境１００年という企画展を開催
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しました。 
いずれも初めて、または今までよりもパワーアップした内容となっており、今年度第１回の専門部会

でも述べましたが、知名度が低いという当館の課題に対し、確証はございませんが、一定程度の効果を

上げることができたのかなと思っております。 
これらの取組の実施は職員の努力の賜物でございます。一方、私どもとしては、職員の過大な負荷と

ならないよう、今後も様々な博物館事業のバランスを考慮しながら、適切な事業の運営に努めてまいり

ます。 
 これからも「市民とあゆむ宙と緑の科学館」として、第２期運営基本計画に基づく博物館事業を実施

してまいりたいと思いますので、本日はよろしくお願いいたします。 
 
渡邉  それでは議事につきまして、南條副部会長に進行をお願いいたします。 

 
３ 議題 ※議事進行（南條副部会長） 
令和６年度事業評価について 
南條副部会長 これより議事に入ります。「令和６年度事業報告」についてですが、項目毎に事務局か

ら説明を受け、各委員から御意見をいただき、必要に応じてコメントの追加、修正等を行

い、総合評価を確定します。それでは事務局から説明をお願いします。 

渡邉  まず始めに、年度末のお忙しい中、短期間での作業ありがとうございました。資料１を使用し

て御説明いたします。 
１枚おめくりいただきまして、当館の令和６年度の実績・自己評価、今後の課題、その右はこ

れを受けての委員の皆様の評価と専門部会としての公開版のイメージをまとめたものになって

おります。委員の皆様の評価は１枚目の裏に表としてまとめ、専門部会としての総合評価の案も

記載しております。この後、各事業の評価を決め、「各委員評価」の項目を削除し、ホームページ

で公表いたします。令和６年度の実績・自己評価欄にあります、対応する年報のページ数につい

ては削除します。 
 
南條副部会長 事務局から「１ 収集保存事業 （１）自然」の説明をお願いします。 
１ 収集保存事業 
（１）自然 
髙中  収集保存事業、自然分野では、①の収蔵資料の収集・分類・整理（台帳化）では、資料収集と

して剥製及び標本化を行い、哺乳類１０点、鳥類９点、昆虫９００点（うち４４６点は職員採集）、

植物６４６点、計１，５６５点を新規に作製いたしました。また、電子台帳への登録について、

昆虫標本は３１５点を登録し、すべて既存資料であり、植物標本は６４６点を登録し、すべて新

規作製資料でございます。 
なお、昆虫標本の登録点数が昨年度より減少している理由は、昨年度は新規に作製した数年分

の標本の同定が済み、まとめて登録できたこと、また既存資料も同定済みの資料であったことで

登録がスムーズにできたためであり、一方で今年度に登録した既存資料は未同定の資料が多く、

登録作業に時間を要したためでございます。 
②の GBIF 等国内外機関への資料情報の提供では、地球規模生物多様性情報機構（GBIF）お

よびサイエンスミュージアムネット（S-Net）に植物の標本データ１，１５０点を提供いたしま
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した。 
今後の課題としては、未整理資料を計画的に整理・登録するとともに、継続的に新たな資料を

作成する必要がございます。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、標本作製や資料整理が着実に進められていること、

昨年度よりも数は減ったが、継続的に標本を作製し、電子台帳へ登録していること、忙しい業務

と並行して多くの収集をしていることについて、評価いただいております。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 

 
（２）天文 
弘田  ①のプラネタリウム番組のアーカイブ化につきましては、毎月実施しているプラネタリウム一

般向け番組の制作時に収集した文献資料、画像等の資料を番組素材、番組スクリプト、等の関連

データとともにアーカイブとして保存し、今後の番組制作等に活かせるようにいたしました。 
②の天文資料の整理保存につきましては、天文学史に関する資料の整理保管を継続して行い、

冨田資料の目録の公開に向けて分類整理を進めております。また、太陽観測記録のデジタルアー

カイブの作成に向けて、黒点スケッチ約４００点のデジタル化を実施しました。 
今後の課題につきましては、委員の皆様からも御指摘がありましたとおり公開や有効活用につ

いて検討する必要がございます。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえＢといたしました。 

 
（３）科学 

清水  科学実験についての資料収集と保存・管理では、サイエンス教室、サイエンスワークショッ

プなどの、館内科学系イベントで提供された計画書や報告書の管理とともに、市民団体が普及

イベントを計画する際の参考資料として共有できるように、令和６年度サイエンスワークショ

ップ実践事例集として冊子データにまとめました。また、館内展示を踏まえた画像及び動画デ

ータを収集しました。 
今後の課題としては、実践事例集のさらなる活用に向けて、市民団体への周知に取り組む必

要がございます。 
評価コメントの中で、動画などの公開を進めてほしいとの御意見をいただいておりますが、

こちらに関しましては展示の部分に関わって、科学展示コーナーやたま区 deAR で公開をして

おりまして、引き続き様々な媒体を通じての公開に向けて取り組んでまいります。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 
収集保存事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま収集保存事業について事務局から説明がありましたが、委員の皆様から 

御質問・御意見等ありましたらお願いします。ないようでしたら評価に進みます。 
収集保存事業の評価については各分野「Ｂ」としてよろしいでしょうか。 
（特になし）収集保存事業の評価については各分野「Ｂ」とします。 
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２ 展示事業 
（１）自然 
髙中  展示事業、自然分野では、①の生田緑地の自然情報の発信では、生田緑地の自然について、受

付横「緑地案内ボードを活用し、日常的に観察・撮影した写真等のリアルタイムな情報発信を２

週に１回の頻度で定期的に更新したほか、SNS を活用し、自然情報や展示紹介など３９回更新い

たしました。 
②の新たな自然史資料による常設展示の更新では、生田緑地の動植物を季節ごとに展示する

「生田緑地の四季だより」の写真をキャプションとともに４回更新し、計３２点を展示いたしま

した。また、自然分野サイエンスワークショップの題材等をピックアップ展示にて実物資料とと

もに展示し、適宜更新いたしました。 
また、年度当初の計画にはありませんが、５月１０日の地質の日を記念して、昨年度、川崎市

地域文化財に決定された「オシ沼切通し多摩ローム層模式露頭剥ぎ取り標本」の７点のうち１点

を、５月１９日に限定公開いたしました。 
今後の課題としては、自然情報を継続的に発信する必要や、展示物の更新にむけて、更新案を

検討し、展示物を作製する必要がございます。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、記念日を活用し地域文化財の限定公開したこと、自

然情報の展示や発信が継続的に行われていること、実物資料とともに展示されていることについ

て、評価をいただております。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 

 
（２）天文 
弘田  ①のプラネタリウム一般投影につきましては、毎月テーマを変えた一般向け番組を企画、制作

し、投影を実施いたしました。また市制１００周年を記念するフュージョン新番組を制作し３月

２２日から公開しました。 
②の子ども向け投影については、土日、祝日等に子ども向け投影を実施しております。また、

オーロラをテーマとした新番組を制作し、来年度から一般公開予定です。 
③の星空ゆうゆう散歩はベテラン解説員である元職員が講師を務め、８月を除く毎月実施し、

多くの来場者を集めました。 
④乳幼児向けの「ベビー＆キッズアワー」は月１～２回実施しました。 
⑤学習投影は小中学校等の団体利用を受入れ、各学年や利用する学校の希望に応じて実施しま

した。 
⑥一般団体の貸切利用「星空自由空間」では、専門学校の交流行事、プラネタリウムでの音楽

ライブ、聴覚障害者向けの字幕投影の３件の利用があり、利用者の希望に合わせた投影を実施し

ました。 
⑦天文関連展示といたしまして、１０月にオーロラ写真パネル展を実施しました。また、出張

企画展として市役所本庁舎にて１０月にオーロラ写真パネル展と３月にプラネタリウムに関す

る展示を行いました。 
今後はプラネタリウムのさらなる活用が課題です。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえＡといたしました。 
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（３）科学 
清水  市民協働の科学工作展示では、教育普及イベントにおいて制作した工作物の原理や作り方を紹

介する常設展示コーナーの内容１点と、科学館で活躍している科学市民団体を紹介するパネル等

を更新しました。展示手法として多摩区と連携した AR コンテンツでは、工作物の動画を１点追

加掲出いたしました。令和６年４月から令和７年１月までで６２名８２回の来館者利用がありま

した。来館者が科学工作の紹介を視聴できるデジタルサイネージの動画を１つ編集し追加更新し

ました。 
今後も科学の楽しさへの興味を喚起することが課題です。 
評価コメントの中で、AR コンテンツ利用者が減少していることに対して御意見をいただきま

した。こちらにつきましては、昨年まで 1 カ所だった AR コンテンツを読み取る QR コードの掲

示場所を今年から複数に増やして利用状況か改善するか状況を確認したいと思っているところ

でございます。また、たま区 deAR 全体の利用状況についての情報も収集し、当館として今後の

方向性を探っていきたいと思っております。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 
展示事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。ないようでしたら評価に進みます。 
展示事業の評価については自然分野「Ｂ」天文分野「Ａ」科学分野「Ｂ」としてよろし

いでしょうか。 
（特になし）展示事業の評価については自然分野「Ｂ」天文分野「Ａ」科学分野「Ｂ」

とします。 
 
３ 調査研究事業 
（１）自然 
髙中  調査研究事業、自然分野では、①の市域の生物調査では、自然系市民団体への委託事業として、

生田緑地を中心に川崎市域に生息する動植物種の確認調査を実施し、これまでの採集状況を踏ま

えながら採集が可能な動植物については採集し、それらに適した方法により標本を作製いたしま

した。また継続的なモニタリングが可能な分類群については、モニタリング調査を継続いたしま

した。 
②の市民の興味関心を高める調査研究の実施では、生田緑地の外来生物調査として、ムネアカ

ハラビロカマキリとハラビロカマキリの生息状況を継続調査し、調査結果をまとめ、紀要第３５

号で公表いたします。 
今後の課題としては、今後、調査結果について市民への適正な還元方法を検討する必要がござ

います。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、継続した調査研究が行われていること、紀要で報告

したことについて、評価をいただております。また、原稿のチェック体制、成果の公開方法の検

討、市民への還元について御指摘いただいております。原稿のチェック体制については、館職員

複数名でチェックすることで、校正精度の向上を図って参ります。また成果の公開方法について
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は、今年度は紀要での公表や、調査結果についてのパネルを作製し展示いたしました。今後も市

民へ還元できるよう、展示等を工夫して参ります。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 

 
（２）天文 
弘田  ①川崎市域の星の見え方調査として、夏季と冬季にデジカメを使った市民参加による市内での

星の見え方を調査しました。夏はより多くの市民が関心を持ち、参加できるように、ひとつの星

座で１～５等星が確認できるはくちょう座の肉眼での観察を実施し、報道発表等により広報の充

実を図ることで昨年の約２倍となる８０件のデータが集まり、地図情報システムの活用によって

詳細な解析を行いました。肉眼での星空調査の結果につきましては紀要に公表いたします。 
②太陽表面の観測を継続して行い、観測データの解析を行いました。また、紫金山アトラス彗

星や土星食、惑星の観測等を行いました。 
今後は、より多くの市民が参画できる調査手法と告知が課題です。委員から御指摘のありまし

たイベントの配信につきましては、可能な範囲で実施できるよう検討してまいります。また、春

と秋の星の見え方調査について御意見いただいておりますが、まずは夏と冬に実施している調査

により多くの市民の参加を促し、浸透を図っていきたいと考えております。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえＢといたしました。 

 
（３）科学 
清水  ①市民の興味関心を高める調査研究の実施では、科学館の学習支援として実施している地層解

説及び地層貸出キットを元に、学校現場での授業活用や科学館活用をねらい、かわさき GIGA ス

クール構想で活用されている端末に対応したデジタル教材を作成するため、地層に関する書籍等

を参考にしながら内容を精査しサイトを作成しました。 
学校現場の要望を聞き取りながらデジタル教材を改良・開発していくことが今後の課題です。 
評価コメントの中で、学校現場の要望をくみ取る方策の具現化について御意見をいただきまし

た。こちらにつきましては、小中学校の理科に関わる総会・常任委員会での先生方との直接の意

見収集ができたらと考えております。また、GIGA 端末のサイトでも、アンケート形式で先生方

からの御意見をいただけるようなフォームを準備できたらと考えております。 
また、GIGA 端末用のサイトが見当たらないとの御指摘をいただきました。今回作成いたしま

したサイトにつきましては、授業をする際に活用してもらうことを想定し、GIGA 端末の仕様に

基づき本市の教員向けに作成いたしました。より多くの教員の目に触れるよう、GIGA 端末内の

教育委員会事務局のサイトを通して公開しているため、一般に広く公開しているものではありま

せん。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 
調査研究事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。ないようでしたら評価に進みます。 
調査研究事業の評価については各分野「Ｂ」としてよろしいでしょうか。 
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（特になし）調査研究事業の評価については各分野「Ｂ」とします。 
 
４ 教育普及事業 
（１）自然 
髙中  教育普及事業、自然分野では、①の生田緑地観察会では、生田緑地を会場に、植物、昆虫、地

層などをテーマに参加者の興味関心を持つきっかけとなる観察会を、新型コロナ感染症の影響で

事前申込にしておりましたが、来館者が気軽に参加できるよう当日受付の形式で開催いたしまし

た。 
②の自然分野の教室やワークショップでは、来館者の動植物や自然環境に対する興味関心を深

められるよう、座学と観察会で学ぶ教室や、より深く自然を理解するためのおしごと体験、博物

館の役割を知らせるバックヤードツアー等を開催し、このほか自然分野のサイエンスワークショ

ップを開催いたしました。 
③の自然サポーター研修会では、自然や動植物に関心のある市民を対象に、川崎市域で自然調

査や観察会を行う自然サポーター候補を募集し、養成する研修会を開催し、研修会から９名の修

了生を輩出いたしました。 
④の自然観察（地層・林）では、地層観察では、生田緑地で地層の成り立ちについて学習する

プログラムを実施いたしました。また、教員の観察コースの事前下見・相談への対応、教員の事

前学習、生田緑地での観察が困難な学校向けに地層の写真や地層サンプルをまとめた学習キット

の貸出しを行い、市内学校７校の利用がございました。林の観察では、生田緑地の樹林における

季節ごとの動植物の観察を理科の学習の一環として実施いたしました。 
⑤総合的な学習の時間支援では、生田緑地の自然等をテーマに、課題解決学習の支援を実施い

たしました。 
今後の課題としては、野外活動において、夏季では熱中症対策を踏まえ対応する必要がござい

ます。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、観察会は普段紹介できないものを見せることができ

る貴重な機会であること、多様なイベントを実施していること、限られた時間とマンパワーの中

で、多くの利用者に対して教育普及活動を実施していることについて、評価をいただております。 
また、今後の課題について、課題は熱中症対策なのかと御指摘をいただいております。昨今の

夏場の暑さにより、夏季での野外活動が難しいところですが、熱中症対策も含め、野外活動の開

催時期の検討や、様々な季節に応じてイベントを開催できるよう運営方法を工夫しながら進めて

参ります。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ａといたしました。 

 
（２）天文 
弘田  ①平日昼間にアストロテラスを公開し、モニタ上での太陽観察を実施しました。また月 2 回程

度日曜日に「昼間の星を見る会」を開催し、太陽の他、金星や 1 等星など昼間に見える明るい天

体の観察会を開催し（２月までに）９回実施し参加者は４３８人でした。 
②夜間の天体観察会は、昨年度までの事前申し込みから当日自由参加に変更して「アストロテ

ラス夜間一般公開」として月に 1 回開催しました。曇天等による中止があり、今年度は（２月ま

でに）６回の実施、参加者は８６０人でした。 
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③紫金山アトラス彗星の特別観望会を１０月に開催し、５３人が参加しました。 
④小学生を対象に年間を通じた連続講座「プラネタリウムワークショップ」を開催し、プラネ

タリウムの操作体験や番組制作を通じて天文学への知識を深め、関心を高めてきました。３月２

３日に参加者の家族等の他、一般来館者に向けた発表会を実施しました。 
⑤プラネタリウム発表会は、日本女子大学附属高等学校と連携した事業として、天文クラブ生

徒によるプラネタリウムの番組制作、投影発表会を実施しました。 
⑥天文講演会は JAXA の研究員を講師に招き、太陽についてお話しいただきました。参加者数

は６５人でした。 
⑦天文サポーター研修会として、「アストロテラス夜間公開」等を協働で実施する天文サポータ

ーの資質向上のため定期的に研修を実施し、学習会、天体観測の実習などを行った他、「アストロ

テラス夜間公開」参加者への配布資料の作成を毎月行い、天体観察会を充実させました。 
また、新規にサポーターを育成する研修会を実施し１０人が参加し、新年度から新たに天文サ

ポーターとして活動に参加します。 
⑧プラネタリウムを活用したイベント投影として、東京交響楽団とのコラボレーションによる

プラネタリウムコンサートと、ドーム映像を活用したオーロラ上映会を開催し、多くの方に御来

場いただきました。アンケートからはいずれも高い満足度が得られました。 
また、仙台市天文台制作の震災特別番組の上映会を実施しました。 
⑨かわさき星空ウオッチングでは、学校等の依頼を受けてアストロカーによる出張観望会を年

間で２０回実施し、延べ約１，８００人（２月現在）が参加しました。 
⑩天文分野のサイエンス教室は、日時計の工作や夜間の天体観察、プラネタリウムバックヤー

ドツアーなどを年間で８回開催し、延べ１４７人が参加しました。 
今後は SNS 等を活用したオンラインの教育普及事業の充実が課題です。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえＡといたしました。 

 
（３）科学 
清水  ①ワクワクドキドキ玉手箱・出前科学実験教室では、実験キット「ワクワクドキドキ玉手箱」

を活用した出前科学実験教室を科学市民団体との協働にて実施しました。今年度は４０回実施し、

計１，３８４人の利用がありました。 
②サイエンス教室、③サイエンスワークショップでは、小学生から大人まで、様々な年代を対

象とした科学分野のサイエンス教室は（２月までに）２７回開催し３８４人が、サイエンスワー

クショップは５８回開催し３，８０３人が参加しました。多くの科学講座を市民団体と協働で運

営しました。 
④第１９回かわさきサイエンスチャレンジでは、８月３日に出展し、科学館出展のワークショ

ップに計４４０名の小学生と保護者が利用しました。 
⑤科学サポーター研修会では、館内イベントであるサイエンス教室やワークショップを実践の

場とした研修会を開催しました。令和６年度は研修会から８名の修了生を輩出することができま

した。 
⑥子ども創意くふう教室では、小中学生を対象とした連続講座として１２月から１月にかけて

の５回シリーズで開催し、延べ３５人が参加しました。 
⑦出前教室につきましては、川崎天文同好会の依頼を受け「科学館とプラネタリウム」という
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テーマで教室を実施いたしました。３２名の参加がありました。 
⑧学校支援のゆうゆう広場科学実験教室では、川崎市適応指導教室との連携による科学実験教

室を年間２４回開催しました。 
⑨かわさき GIGA スクール構想での学校支援として、授業活用や科学館利用をねらい地層観察

会の事前事後や地層貸出キット利用時に活用できる教員向けのサイトを GIGA 端末上に公開し

ました。 
今後は、市民協働の教育普及事業を継続できるよう、サポーターの育成に取り組み、より多く

の世代の参加を促す必要があります。 
評価コメントの中で、参加者やサポーターからのフィードバックを得る方策の構築をとの御意

見をいただきました。現在、サイエンス教室や子ども創意くふう教室、出前科学実験教室等では、

教室の最後にアンケートを実施することで参加者からのフィードバックを得ております。今後、

サポーター研修会でもどのような内容でフィードバックを得るか検討していきたいと思います。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ａといたしました。 

 
（４）出版事業 
髙中  ①の青少年科学館「紀要」等出版物の刊行では、川崎市青少年科学館紀要第３５号への投稿に

ついて HP 等で周知し、投稿原稿を著者と連絡調整しながら内容確認と編集を行い、科学館ホー

ムページに掲載いたしました。 
今後の課題として、デジタルデータのみの公表となったため、発行の際、市民の活用につなが

るよう周知する必要があります。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、校正・確認体制、一般への周知方法について御指摘

をいただいております。原稿の校正・確認体制については、館職員複数名で確認することで、校

正精度の向上を図って参ります。一般への周知方法については、今年度より紀要は科学館ホーム

ページでデジタルデータのみの公表となりますが、公表したタイミングで科学館ホームページや

SNS で情報発信をすることで、周知を図って参ります。また、電子データの利用状況につきまし

ては、指定管理者にアクセス数を確認してまいります。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 
教育普及事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。 

間渕委員  紀要というのはあまりなじみがなくて、私もここに出入りするようになってからあるの

を知ったのですが、一般の方には馴染みがないと思いますが、今回ホームページで公表す

るとのことですが、どこに行くと見ることができるのでしょうか。図書館などにあるので

しょうか。 

髙中    市内の図書館には印刷している状態のものをお送りしています。 

間渕委員  どこに配架されているのですか。 

髙中    図書館法に基づいて配架されているのではないかと思いますが、図書館によっては学会

誌等のコーナーがあるのではないか。研究にまつわる書籍のコーナーに配架されるのでは
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ないかと思います。 

間渕委員  一般の方にはなかなか目が届かないことがあると思うので周知いただけいいかなと思い

ます。 

髙中    ありがとうございます。 

佐藤委員  今の質問に関連してですが、こちらの館に常設されているとか、一般の方が御覧になれ

るようなところはあるのでしょうか。 

髙中    手に取ってみることができるような場所は館にはございません。 

南條副部会長 他に御意見ございますか。ないようでしたら評価に進みます。 
教育普及事業の評価については自然・天文・科学の分野は「Ａ」、出版事業は「Ｂ」とし

てよろしいでしょうか。 
（特になし）教育普及事業の評価については自然・天文・科学の分野は「Ａ」、出版事

業は「Ｂ」とします。 
 
５ ネットワーク事業 
（１）展示・企画ネットワーク 
清水  ①の環境局企画展では、川崎市市制１００周年記念事業として川崎市環境局地域環境共創課と

連携して、市が所蔵している写真や映像などからかわさきの環境歴史を振り返り、未来に向けた

行動を考えるきっかけをつくる企画展「かわさきの環境・１００年」を７月２７日から８月２５

日まで開催し、７，１９０人が来場しました。市民が川崎市の環境の歴史を再認識し、環境の大

切さを考える契機となりました。 
②の FIELD MUSEUM 展では、専修大学ネットワーク情報学部コンテンツデザインプログラ

ムを専攻する学生と協働し、「FIELD MUSEUM 展：親子で楽しく学べるカガクおもちゃのデ

ザイン展」を開催しました。学生主体による１３のワークショップを屋内外で展開し、当日は約

２５０名の利用がありました。 
③メキシコデーは、メキシコ大使館と連携し、金星太陽面通過観測１５０周年を記念するイベ

ントとしてメキシコデーを開催しました。メキシコ文化体験ワークショップには３回で９０人が

参加し、プラネタリウム特別投影には２００人が参加しました。 
今後の課題としては、様々な主体と連携する中で、事業の魅力を広げ、さらに利用者増となる

広報等、周知につながる取組が必要と考えています。 
評価コメントの中で、環境局企画展に関して市制１００周年を契機とした企画であることを明

記し自己評価をしてほしいとの御意見をいただことをふまえ、事業評価シートに追記しておりま

す。 
また、SNS の活用につきましては、後ほど管理事業の広報の部分で回答させていただきます。 

評価につきましては委員の皆様の御意見をふまえ、Ｂといたしました。 
 
（２）調査研究・収集保存ネットワーク 
髙中  ①の川崎市域の生物調査では、「特定非営利活動法人かわさき自然調査団」と協働で行ったこ

れまでの調査の結果をまとめ、「川崎市より初めて記録されたコケシノブ科植物と生育地のシダ

植物相」、及び「川崎市生田緑地及びその周辺の鳥類調査」を紀要第３５号で公表いたします。ま

た、昨年度作製したカメムシ目とバッタ目の標本について、同定内容に誤りがないか、相模原市
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立博物館の昆虫を専門とする学芸員に確認を依頼し、資料の整理を進めました。 
今後の課題としては、他の博物館等と連携し、それぞれが持つ専門性を活かした事業の推進が

必要でございます。 
評価コメントの中で、委員の皆様からは、他の博物館、団体との連携が進められていること、

野外調査の報告や分布記録等の発表は早いことも重要であること、についての評価をいただいて

おります。 
評価につきましては、委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 

 
（３）学習支援ネットワーク 
清水  ①職場体験・職業インタビューでは市内中学校１５校６４名を受け入れました。参加した生徒

による常設展示のポップ作りなど、来館者へ発信する体験学習に取り組みました。 
②中学校連合文化祭開催では、理科部門の北部会場として協力しました。プラネタリウム鑑賞、

研究発表・表彰式への会場協力を行い、当日は１１４名の生徒・教員が参加しました。 
③教員・職員等研修の受入れでは、川崎市総合教育センター共催での臨地研修会や横浜国立大

学との連携で現職教員による CST 養成講座を実施しました。また、２週間の博物館実習を実施

し、７名の大学生を受け入れました。 
今後の課題としては、職場体験での生徒の活動について、より「仕事体験」としての面を強め

ていくことが必要であると考えています。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 

 
（４）地域振興・生田緑地内ネットワーク 
弘田  ①図書館、区役所等との共催事業といたしまして、多摩図書館と連携したプラネタリウムでの

お話し会を実施し、１５４人が参加しました。多摩区民祭では市民団体による特別投影を実施い

たしました。また、宮前市民館及び菅生分館と連携した移動式プラネタリウムを使ったイベント

を実施しました。 
②大学、地域団体等との共催事業として、川崎天文同好会共催の天文講演会を国立天文台等か

ら講師を招いて開催し、２９人が参加しました。また、溝口の商業施設ノクティを会場とした観

望会を１月に実施しました。 
③生田緑地ミュージアムとして９月にお月見フェスタを実施し、お月見プラネタリウムとして、

中秋の名月について子どもから大人まで観覧いただける番組を投影しました。 
④日本民家園との連携事業として７月に七夕体験を実施し、科学館ではプラネタリウムでの子

ども向け七夕投影、短冊の配布を行い、民家園では七夕飾りつけ体験とミニ笹配布を実施しまし

た。また、両施設学芸職員による民家園でのお月見トーク、夜間のお月見プラネタリウムを実施

しました。 
⑤各館の広報担当者による定期的な広報会議において情報共有を図り、当館及び生田緑地全体

の魅力向上及び情報発信を行いました。 
回遊性向上については、子どもたちの夏休みに合わせ、生田緑地内施設３館、藤子・F・不二雄

ミュージアム、多摩区行政サービスコーナーと連携しスタンプラリーを実施し、科学館ではスタ

ンプの台紙を１，３００枚、３か所のスタンプでもらえるクリアファイルを２７０枚配布しまし

た。スタンプラリー全体の参加者は、１３，１５９名、３か所達成者は３，７９３名となってお
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ります。 
藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムとスタンプラリー以外での連携について御意見いただいており

ますが、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムを含め、生田緑地内の他施設との様々な連携を検討して

まいります。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえ、Ｂといたしました。 
ネットワーク事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。 

山岡委員  （１）の展示・企画ネットワークと（４）の地域振興・生田緑地内ネットワークについ

てですが、Ａ評価が半数以上とあるが、Ｂ評価、Ｃ評価もあり総合的にＢ評価としている

と思うが、Ａ評価が多いのでＡ評価でもよい印象ではあります。 

久保館長  御評価いただきありがとうございます。評価方法につきましては、採点によって平均を

とらせていただいています。ありがたい御意見ですが、評価方法を鑑みながらＢ評価とし

ております。 

南條副部会長 SNS 等の活用で告知について長年お話をしているなかで、３年目でなかなか好転して

いない状況で厳しい評価としましたが、みなさんＡということでございましたらＡで結

構です。 

南條副部会長 他にないようでしたら評価に進みます。 

事業の評価については、展示・企画ネットワークと地域振興・生田緑地内ネットワーク

の２つを「Ａ」、調査研究・収集保存ネットワーク、学習支援ネットワークを「Ｂ」として

よろしいでしょうか。 

（特になし）ネットワーク事業の評価については展示・企画ネットワークと地域振興・

生田緑地内ネットワークを「Ａ」、調査研究・収集保存ネットワーク、学習支援ネットワー

クを「Ｂ」といたします。 
 
６ 管理運営 
（１）管理運営 
渡邉  ①管理業務ですが、今年度は第３期指定管理の２年目にあたります。管理運営・広報業務の円

滑な実施のため、市の管理・学芸部門と連携して業務の運営を行いました。また、緑化フェア開

催に際しては緑化フェア推進室等と連携し運営を行いました。 
    ②危機管理ですが、市職員、指定管理者、ショップ及びカフェの関係者が参加し、９月に実際

に館内の通報設備の使用や、自然学習棟の消火栓から放水を行うなどの通報・消火訓練、３月７

日には防火扉を使用した消火・避難訓練を行いました。また、有資格者による消防設備点検のほ

か、市職員も館内防災点検表により毎月点検・報告を適切に行っています。 
  ③進行管理ですが、事業計画、中間報告、事業視察、それからこれは本日ですが、事業報告等

のため年４回専門部会を開催し、当館事業の進行管理を適切に行いました。また、その際、これ

までの指導・助言等を踏まえた上で、資料等において的確に報告・情報提供を行うことで事業報

告等を円滑に行いました。 
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    今後の課題といたしましては、開館から１２年が経ち、老朽化が目立ち始めているため、指定

管理者と連携して修繕等を行っていく必要があります。 
  評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえＢといたしました。 

  
（２）科学館の魅力を高めるサービス展開 
渡邉  ①広報計画ですが教育委員会の紙媒体の学校配布廃止方針に伴い、科学館だよりの学校配布も

中止せざるを得なくなってしまいましたが、利用者にわかりやすいホームページを目指し改修を

行う予定であり、X や Facebook 等による情報発信を積極的に行い、X のフォロワー数が４００

人増加しました。また、毎月の学芸職員のラジオ番組出演のほか、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ

の取材に積極的に協力し、幅広く広報活動を行いました。 
ホームページではコロナ禍に引き続き、家庭でも科学館の魅力に触れてもらえるよう、「おうち

で楽しむデジタル科学館」のコンテンツを追加しながら公開しています。 
また、昨年度から継続して自然観察テラスに、近くを通る人にここが科学館であることがわか

るよう横断幕やタペストリーを設置し科学館の存在をアピールしました。夏季には東口ビジター

センターの前と科学館前に「プラネタリウム冷えてます」の幟を掲げ、プラネタリウムの観覧を

促しました。 
  ②魅力を高めるサービス展開につきましては、利用者からの御意見等に迅速に対応しつつ、適

切な案内及び接遇を行うほか、学芸部門の職員によるレファレンス対応などにより、館全体の魅

力向上を図りました。  
 ③多様な利用者への配慮につきましては、バリアフリー関連設備・用具、表示の保全や、研修

等による人的支援の充実を図るとともに、英語・中国語・韓国語の館内案内を用意し外国人来館

者への利便性向上を図りました。また、プラネタリウムでは、ヒアリングループ受信機の貸出を

行いました。 
    今後の課題といたしましては、より効果的な広報の方法を模索し、当館の魅力を積極的に発信

していくことだと考えております。 
    御意見をいただきました Instagram や YouTube をはじめとしたタッチポイントのチャンネル

増加につきましては、Instagram について、時間がかかってしまいましたが、運営方法について

館内で協議し、現在、市の広報担当部署と調整を行っております。Youtube につきましては、館

内の体制を踏まえると現状ではなかなか困難であると考えております。 
評価につきましては委員の皆様の御意見を踏まえＢといたしました。 
管理運営事業は、以上となります。 

 
【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。ないようでしたら評価に進みます。 
管理運営事業の評価については各分野「Ｂ」としてよろしいでしょうか。 
（特になし）管理運営事業の評価については各分野「Ｂ」とします。 

 
南條副部会長 全体を通してなにかございますか。ないようでしたら以上で事業報告を終わります。 

       続いて、「４ 報告事項」に移ります。（１）「第３回専門部会（視察）実施報告」につ
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いて、事務局から説明をお願いします。 

 
４ 報告事項 
（１）第３回専門部会（視察）実施報告について 

渡邉  １２月に行いました、各委員の事業視察の結果について資料２として一覧にまとめておりま

す。今年度は６名の委員の皆様に普段の科学館の事業を御覧いただき、貴重な御意見をいただ

くことができました。ありがとうございます。他の委員の報告として、後程御覧いただければ

と思います。 

【質疑応答】 
南條副部会長 ただいま事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御質問・御意見等ありまし

たらお願いします。 

（特になし） 

 

（２）その他 

南條副部会長 委員の皆様や事務局から何かございますか。（特になし） 

 

南條副部会長 その他、よろしいでしょうか。ないようでしたら、議事の進行を事務局にお返ししま

す。委員の皆様、御協力ありがとうございました。 

 

５ 閉会 

渡邉 南條副部会長、議事の進行ありがとうございました。委員の皆さまも御助言ありがとうござい

ました。以上を持ちまして、第４回専門部会を閉会します。本日はありがとうございました。 

 

 


